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概要：生成AIが注目されている昨今，ビジネスやエンターテインメントなどさまざまな分野での活用が

進んでいる．テレイマージョン技術研究委員会のメンバーにおいても，生成AIを活用したアバタ生成等

の研究を行っており，本OSではAIに精通されている研究者をお招きし，これら技術の現在の取り組み

や今後の展望について議論する． 
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1. セッションの概要 

本セッションでは，アカデミアおよび産業界の立場から

の生成 AI 等の現状に関する講演を通して，テレイマージ

ョン技術研究委員会のメンバーを中心に，テレイマージョ

ン×生成 AIに対する研究及び展望等について議論する． 
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